
組
合
が
９
月
20
日
に
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
に
提
出
し
た
２
０
２
３

年
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
支
部
秋
闘
一
次
要
求
書
へ

の
回
答
が
、
回
答
指
定
日
の

10
月
４
日
に
両
社
か
ら
あ
り

ま
し
た
。

今
回
の
会
社
回
答
は
、
物

価
高
騰
の
中
、
両
社
と
も
賃

上
げ
・
ボ
ー
ナ
ス
に
お
い
て
、

９
月
13
日
の
６
次
ス
ト
ラ
イ

キ
の
前
に
両
社
が
提
示
し
た

春
闘
６
次
回
答
か
ら
の
前
進

回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

両
社
と
も
従
業
員
の
生
活
に

い
っ
そ
う
の
配
慮
を
す
べ
き

で
す
。
以
下
に
支
部
秋
闘
一

次
要
求
と
会
社
回
答
を
抜
粋

し
て
紹
介
し
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

■
支
部
秋
闘
一
次
要
求

２
．
賃
上
げ
要
求

（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
キ
ン
ド
リ
ル
向

け
共
通
）

（
１
）
本
来
、
就
業
規
則
通

り
に
賃
上
げ
が
実
施
さ
れ
て

い
れ
ば
、
２
０
２
０
年
か
ら

現
在
ま
で
の
間
に
４
回
賃
上

げ
が
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
２
０
２
１
年

５
月
、
２
０
２
２
年
５
月
、

２
０
２
３
年
５
月
（
キ
ン
ド

リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
は
２
０
２
１

年
５
月
、
２
０
２
２
年
７
月
、

２
０
２
３
年
７
月
）
の
３
回

し
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
賃
上

げ
が
１
回
少
な
い
状
況
で
す
。

（
下
図
参
照
）
そ
の
一
方
、

一
昨
年
か
ら
の
物
価
高
騰
で

従
業
員
の
生
活
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
少
な
い
1
回

分
の
賃
上
げ
と
し
て
２
０
２

３
年
中
に
も
う
一
回
の
賃
上

げ
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
求

し
ま
す
。

（
２
）
上
記
（
１
）
の
賃
上

げ
は
、
全
従
業
員
（
正
社
員
、

契
約
社
員
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
ブ
ル
ー
、
シ
ニ
ア
・

プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
、
シ
ニ

ア
契
約
社
員
、
臨
時
雇
用
者
・

派
遣
労
働
者
を
含
む
）
の
本

給
（
本
俸
・
月
額
賃
金
）
を

10
％
引
き
上
げ
る
こ
と
。

（
３
）
上
記
（
１
）
の
賃
上

げ
は
、
上
記
（
２
）
の
本
給

（
本
俸
・
月
額
賃
金
）
の
引

き
上
げ
を
実
施
し
た
上
で
、

以
下
を
実
施
す
る
こ
と
。

１
）
本
給
が
年
齢
別
本
給
下

限
額
（
か
い
な
前
号
２
面
参

照
）
を
下
回
っ
て
い
る
従
業

員
に
つ
い
て
、
本
給
を
年
齢

別
本
給
下
限
額
以
上
に
引
き

上
げ
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

２
）
本
給
（
本
俸
・
月
額
賃

金
）
の
引
き
上
げ
に
と
も
な

い
、
賞
与
基
準
額
に
つ
い
て

も
本
給
（
本
俸
・
月
額
賃
金
）

と
同
率
の
引
き
上
げ
を
行
う

こ
と
。

■
Ｉ
Ｂ
Ｍ
回
答

２
の
（
１
）
、
（
２
）
、

（
３
）
１
）
に
つ
い
て

２
０
２
３
年
の
給
与
調
整
は

５
月
１
日
付
で
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
２
０
２
３
年
中
に

も
う
一
度
実
施
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

２
の
（
３
）
２
）
に
つ
い
て

当
社
の
給
与
調
整
は
本
給
・

本
俸
お
よ
び
賞
与
・
定
期
俸

を
含
むReference

Salar

y

全
体
に
対
し
て
行
う
も
の

で
す
の
で
、
調
整
を
行
う
際

に
は
本
給
・
本
俸
と
賞
与
・

定
期
俸
の
両
方
に
同
率
を
適

用
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
り

ま
す
。

■
キ
ン
ド
リ
ル
回
答

２
の
（
１
）
乃
至
（
３
）

に
つ
い
て

本
年
度
の
給
与
調
整
は
２
０

２
３
年
７
月
１
日
付
で
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
加

え
て
２
０
２
３
年
中
の
賃
上

げ
は
予
定
し
て
い
な
い
旨
回

答
い
た
し
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

組
合
に
加
入
し
よ
う

従
業
員
の
皆
さ
ん
、
今
か

ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
、

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
組
合
に
加

入
し
て
賃
金
を
上
げ
ま
し
ょ

う
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
、

賃
上
げ
を
要
求
し
ま
し
ょ
う
。

組
合
員
数
の
拡
大
は
、
賃

上
げ
、
労
働
条
件
改
善
を
実

現
す
る
交
渉
力
の
拡
大
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
組
合
加
入

は
、
従
業
員
一
人
一
人
に
と
っ

て
雇
用
を
ま
も
る
力
、
労
働

条
件
の
不
利
益
変
更
の
抑
止

力
と
な
り
ま
す
。

組
合
加
入
申
込
書
は
、
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
当
支
部

の
紹
介
」
の
「
組
合
加
入
申

込
書
」
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、
必
要
事
項
を
記

入
し
組
合
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

宛
に
送
付
し
て
下
さ
い
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org
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２０２３年１０月１６日 か い な 第２４３３号(4)

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、
9
月

30
日
と
10
月
１
日
に
第
６

回
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
静

岡
県
熱
海
市
で
開
催
し
ま
し

た
。
当
講
座
に
は
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
支
部
を
は
じ
め
全
国
の
支

部
か
ら
、
委
員
長
や
書
記
長

な
ど
役
員
を
中
心
に
現
地
と

リ
モ
ー
ト
で
合
わ
せ
て
44
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
（
写
真

は
聴
講
す
る
現
地
参
加
者
）

１
日
目
は
、
ま
ず
三
木
委

員
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
講
座
の
目
的
と
２
日
間

の
日
程
を
説
明
。
続
く
学
習

会
「
労
働
者
・
労
働
組
合
と

は
」
で
は
鈴
木
副
委
員
長
が

労
働
組
合
と
は
何
か
、
労
働

組
合
の
規
約
、
労
働
組
合
の

三
原
則
な
ど
に
つ
い
て
講
義
、

参
加
者
は
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
続
い
て
２
つ
の
テ
ー
マ

で
支
部
の
事
例
が
報
告
さ
れ
、

参
加
者
が
４
つ
の
分
散
会
に

分
か
れ
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
さ
ら
に
２
つ

の
テ
ー
マ
で
支
部
の
事
例
が

報
告
さ
れ
、
参
加
者
が
１
日

目
と
同
じ
４
つ
の
分
散
会
に

分
か
れ
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
討
論
、
続
く
全
体
集
会

で
各
分
散
会
の
座
長
が
討
論

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
最

後
に
久
松
副
委
員
長
が
閉
会

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
そ
の
音

頭
で
参
加
者
全
員
が
「
団
結

し
て
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱

し
て
２
日
間
の
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

９
月
13
日
、
労
働
組
合
や

法
律
団
体
な
ど
で
つ
く
る
２

０
２
３
年
司
法
総
行
動
実
行

委
員
会
は
、
10
月
６
日
の
司

法
総
行
動
の
プ
レ
企
画
と
し

て
、
学
習
＆
交
流
プ
レ
集
会

を
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
再
審
法
改
正
の
実
現
に

向
け
て
」
で
す
。

集
会
に
日
弁
連
再
審
法
改

正
実
現
本
部
・
泉
澤
章
事
務

局
次
長
を
迎
え
て
「
再
審
法

改
正
実
現
の
た
め
に
市
民
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を
学

び
ま
し
た
。
泉
澤
事
務
局
次

長
は
、
再
審
法
の
問
題
点
に

つ
い
て
、
証
拠
の
捏
造
に
よ

り
死
刑
判
決
を
受
け
た
裁
判

な
ど
の
事
例
を
交
え
て
解
説

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
証
拠

の
全
面
開
示
の
義
務
化
や
検

察
官
に
よ
る
再
審
開
始
決
定

へ
の
不
服
申
し
立
て
の
禁
止

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

司
法
総
行
動
は
「
国
民
に

開
か
れ
、
国
民
の
権
利
を
擁

護
す
る
司
法
の
実
現
」
を
求

め
24
年
に
な
り
ま
す
。
今
年

の
司
法
総
行
動
の
成
功
に
向

け
参
加
者
全
員
で
意
思
統
一

を
し
ま
し
た
。

馬
で
旅
を
す

る
時
は
馬
を
休

ま
せ
る
も
の
で

あ
る
。
企
業
も

同
じ
で
、
従
業

員
が
適
度
に
体

を
休
め
ら
れ
る
組
織
で
な
い

と
、
健
全
に
事
業
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
部

下
の
疲
弊
状
況
を
把
握
し
休

暇
取
得
を
促
す
の
は
管
理
職

の
努
め
で
あ
る
▼
と
こ
ろ
が

日
頃
か
ら
休
暇
が
取
り
づ
ら

い
人
や
、
夏
季
休
暇
が
取
れ

て
い
な
い
人
が
何
人
も
い
る

部
門
が
あ
る
。
「
か
い
な
」

に
時
お
り
登
場
す
る
「
闇
の

深
い
」
部
門
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
部
門
で
は
人
員
不
足
の

た
め
「
休
ん
で
い
な
い
同
僚

も
い
る
の
で
自
分
だ
け
休
め

な
い
」
と
い
う
現
状
が
あ
る

が
、
管
理
職
は
動
か
な
い
の

だ
▼
人
を
増
員
し
て
忙
し
さ

を
緩
和
す
る
、
上
司
が
部
下

一
人
ひ
と
り
に
夏
季
休
暇
を

必
ず
取
得
す
る
よ
う
促
す
な

ど
の
努
力
を
、
こ
の
部
門
の

管
理
職
は
真
剣
に
実
行
す
べ

き
で
あ
る
▼
部
下
の
本
当
の

疲
弊
状
況
に
向
き
合
わ
な
い

組
織
に
健
全
な
事
業
の
継
続

は
望
む
べ
く
も
な
い
。
（
Ｋ
）

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

ＡＩ不当労働行為事件 10/31(火)14:20 都庁第一庁舎南１階集合

定年後再雇用賃金差別裁判 12/21(木)13:10 東京地裁510号法廷

定年後再雇用不当労行為事件 都労委命令の交付待ち

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

23
司
法
総
行
動
プ
レ
集
会
開
催

物
価
高
騰
の
中
、
賃
上
げ
・
ボ
ー
ナ
ス
で
前
進
回
答
な
し

会
社
は
従
業
員
の
生
活
に
い
っ
そ
う
の
配
慮
を
せ
よ

支
部
一
次
要
求
に
会
社
回
答

23秋闘



(3)２０２３年１０月１６日 か い な 第２４３３号
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２０２３年１０月１６日 か い な 第２４３３号(2)

「
被
爆
者
と
と
も
に
、
核

兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な

世
界
を
～
人
類
と
地
球
の
未

来
の
た
め
に
」
を
掲
げ
原
水

爆
禁
止
２
０
２
３
年
世
界
大

会
は
、
全
て
の
国
の
政
府
に

対
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
支
持
と
参
加
を
訴
え
、
た

だ
ち
に
行
動
に
立
ち
上
が
ろ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

多
く
の
青
年
が
参
加

台
風
６
号
が
近
づ
く
中
、

８
月
７
～
９
日
を
予
定
し
て

い
た
原
水
爆
禁
止
２
０
２
３

年
世
界
大
会
・
長
崎
は
７
日
、

８
日
の
２
日
間
に
大
幅
に
短

縮
さ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
め
、

２
日
間
で
の
べ
８
０
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
代
表
団
は
16
人
、
う
ち

５
人
が
20
代
の
青
年
で
す
。

大
会
全
体
を
見
て
も
、
学
生

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
若

者
が
登
壇
し
、
核
兵
器
廃
絶

の
運
動
を
報
告
し
て
い
ま
し

た
。

核
兵
器
廃
絶
の
声
を
広
げ
よ
う

５
月
に
被
爆
地
広
島
で
Ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と

で
す
。
採
択
さ
れ
た
広
島
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
核
な
き
世
界
の

実
現
を
う
た
う
も
の
の
、
そ

の
実
は
核
抑
止
を
認
め
る
も

の
で
し
た
。
あ
い
さ
つ
で
鈴

木
史
朗
長
崎
市
長
は
核
兵
器

の
脅
威
か
ら
地
球
と
人
類
を

守
る
唯
一
の
方
法
は
「
核
兵

器
廃
絶
」
で
あ
る
と
述
べ
、

そ
の
た
め
に
は
ひ
と
り
ひ
と

り
が
核
兵
器
廃
絶
の
声
を
大

き
く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
訴
え
ま
し
た
。

毎
日
が
死
の
臭
い

13
歳
の
時
に
被
爆
し
た
日

本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
の
田
中
熙
巳
さ
ん
は
、
学

校
の
講
堂
に
運
ば
れ
て
く
る

ケ
ガ
人
に
救
護
活
動
を
行
う

婦
人
が
薬
も
な
く
、
そ
の
身

体
に
塩
水
を
塗
っ
て
い
た
様

子
や
校
庭
で
は
遺
体
が
毎
日

焼
か
れ
、
死
の
臭
い
が
充
満

し
て
い
た
な
ど
の
壮
絶
な
体

験
を
語
り
、
核
政
策
を
変
え

る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

支
持
と
参
加
を

ナ
ガ
サ
キ
デ
ー
集
会(

閉

会
総
会)

は
、
全
て
の
国
の

政
府
に
対
し
、
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
支
持
と
参
加
を
求

め
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て

た
だ
ち
に
行
動
に
立
ち
上
が

ろ
う
と
訴
え
る
決
議
「
長
崎

か
ら
の
呼
び
か
け
」
を
採
択

し
閉
幕
し
ま
し
た
。

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
会社名 事業所名 職 場 名 氏名 電話番号

IBM 箱崎 ＴＳＤＬ．ＩＳＥＬ 大岡 義久 03-3808-5175

Kyndryl 箱崎 サービスエクセレンス 笹目芳太郎 080-5915-6329

IBM 箱崎 ＴＬＳ マルチベンダーサービス 中川 賢 080-5915-6237

IBM 大宮西 ＴＬＳ．ＣＥ 佐久間康晴 080-5915-7817

IBM 大阪 ＴＬＳ 河本 公彦 080-5915-5204

事務所

連絡先

TEL 03-3583-9037(月-金 13-16時) FAX 03-5562-0853

メール kumiai@jmitu-ibm.org http://www.jmitu-ibm.org/

注）上記窓口は事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

法律相談 労働問題・民事一般相談受付（要予約）

東京法律

事務所

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝 http://tokyolaw.gr.jp/

東京都新宿区四谷1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代)

旬報法律

事務所

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介、細永貴子 http://junpo.org/

東京都千代田区有楽町1-6-8松井ビル 受付7F TEL 03-3380-5311(代)

桜木町
法律事務所

弁護士 岡田 尚

横浜市中区山下町207-2 関内JSビル6階 TEL 045-212-1503

ほづみ
法律事務所

弁護士 穂積匡史 http://hozumi-shinyuri.jp/ TEL 044-959-3550

川崎市麻生区上麻生1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル305号

９
月
29
日
、
全
労
連
会
館

ホ
ー
ル
（
東
京
都
文
京
区
）

で
、
全
労
連
主
催
の
公
開
学

習
会
「
米
国
労
働
運
動
の
組

織
化
戦
略
か
ら
学
ぶ
」
が
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
学
習
会
で
は
、
ま

ず
、
米
国
か
ら
招
い
た
ピ
ー

タ
ー
・
オ
ル
ニ
ー
氏
が
「
２

０
２
３
年
米
国
労
働
者
の
パ

ラ
ド
ク
ス
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
し
、
続
い
て
参
加
者

が
オ
ル
ニ
ー
氏
の
講
演
内
容

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
オ
ル
ニ
ー
氏
の
講

演
で
は
米
国
労
働
運
動
の
最

新
事
情
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

労
働
条
件
の
改
善
進
む
米
国

ま
ず
、
「
米
国
で
起
こ
っ

て
い
る
最
近
の
労
働
運
動
に

つ
い
て
、
活
発
で
爆
発
的
に

前
進
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
ア
マ
ゾ
ン
や
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
な
ど
で
新
た
な
組
合
が

結
成
さ
れ
て
い
る
。
教
員
、

医
療
、
マ
ス
コ
ミ
、
公
共
交

通
、
製
造
業
、
俳
優
、
脚
本

家
、
大
学
院
生
労
働
者
の
ス

ト
ラ
イ
キ
を
構
え
た
要
求
実

現
の
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
」
と
述
べ
、
米
国
の
現
在

の
労
働
運
動
は
、
既
存
の
た

た
か
う
組
合
と
新
し
い
組
合

の
両
方
が
労
働
条
件
の
改
善

を
進
め
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

若
年
層
は
88
％
が
組
合
支
持

米
国
に
お
け
る
組
合
組
織

率
と
組
合
支
持
率
に
つ
い
て
、

「
米
国
の
労
働
運
動
は
活
発

で
爆
発
的
に
前
進
し
て
い
る

一
方
、
組
合
の
組
織
率
は
低

い
と
も
い
え
る
。
組
織
率
は

民
間
６
％
、
公
務
で
35
％
の

た
め
、
統
合
し
て
も
約
10
％

程
度
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
で
、

米
国
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、

組
合
を
支
持
し
て
い
る
人
の

割
合
は
71
％
に
の
ぼ
り
、
１

９
６
３
年
以
降
、
一
番
高
い

数
字
と
な
っ
て
い
る
。
特
に

30
歳
以
下
の
層
は
88
％
の

支
持
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
驚

く
べ
き
数
字
だ
」
と
解
説
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
米
国
で
組
合
の

組
織
率
が
低
く
て
も
労
働
運

動
が
前
進
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
「
た
た
か
う
組
合

の
姿
勢
を
示
せ
ば
、
成
功
す

る
と
い
う
実
例
が
い
ま
米
国

で
起
こ
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、

参
加
者
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。

戦
術
的
に
ス
ト
ラ
イ
キ
実
施

今
年
、
全
組
合
員
に
よ
る

投
票
で
執
行
部
を
た
た
か
う

執
行
部
に
刷
新
し
た
、
全
米

自
動
車
労
組
の
最
近
の
労
働

運
動
に
つ
い
て
、
「
組
合
の

民
主
化
が
進
み
、
労
働
運
動

に
積
極
的
な
姿
勢
を
取
る
組

合
執
行
部
に
変
わ
っ
た
こ
と

が
大
き
い
。
そ
の
結
果
、
フ
ォ
ー

ド
、
Ｇ
Ｍ
、
ス
テ
ラ
ン
テ
ィ

ス
（
フ
ィ
ア
ッ
ト
と
ク
ラ
イ

ス
ラ
ー
の
合
併
）
な
ど
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
で
は
、
戦
略

的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
今
年
９

月
か
ら
展
開
し
て
い
る
。
最

初
は
特
定
の
拠
点
で
限
定
的

な
人
数
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参

加
し
、
経
営
側
が
要
求
を
拒

絶
す
る
場
合
に
は
、
よ
り
強

力
な
対
策
を
講
じ
て
経
営
側

に
圧
力
を
か
け
た
た
か
っ
て

い
る
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が

成
功
し
た
ら
、
今
後
、
電
気

自
動
車
の
業
界
や
組
織
化
さ

れ
て
い
な
い
分
野
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
」

と
解
説
し
ま
し
た
。

ア
マ
ゾ
ン
で
組
織
化
進
む

ア
マ
ゾ
ン
の
最
近
の
労
働

運
動
に
つ
い
て
、
「
米
ア
マ

ゾ
ン
で
は
、
組
合
の
組
織
化

に
成
功
し
て
い
る
が
、
倉
庫

配
送
セ
ン
タ
ー
や
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
経
営
が
多
角
化
し

て
い
る
た
め
、
現
在
３
つ
あ

る
組
合
を
一
つ
に
組
織
化
す

る
こ
と
を
進
め
て
い
る
」
と

解
説
し
ま
し
た
。

日
米
で
連
帯
を
視
野
に

米
国
の
労
働
運
動
の
地
殻

変
動
の
象
徴
と
し
て
、
現
職

の
大
統
領
が
史
上
初
め
て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
し
て
い
る
労
働

者
の
前
で
直
接
会
話
を
す
る

決
断
を
し
た
こ
と
を
あ
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
、
全
労

連
か
ら
米
国
に
派
遣
さ
れ
る

代
表
団
と
の
交
流
を
深
め
、

労
働
運
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
２
０
２
３
年
世
界
大
会
·
長
崎

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
１
日
も
早
い
参
加
を

米
国
の
最
近
の
労
働
運
動
は
爆
発
的
に
前
進

組
合
支
持
率
71
％

う
ち
若
年
層
は
88
％
が
支
持

ピーター・オルニー氏 プロフィール

国際港湾倉庫労働組合（ILWU）の元組織局長。通算50年近くマサチューセッツとカリフォル

ニアで労働組合オルガナイザーとして経験を積む。1997年にILWUで活動を始める以前にも多

くの組合でオルグを経験。カリフォルニア州立大学労働雇用研究所副所長も務め、グレン・

プルセックと共著で「労働者のパワーと戦路」（PM Press）を出版（2023年）。レイバーノ

ーツの活動にも関わる。レイバーノーツとは、ラジカルな労働運動のあり方を組合員や研究

者が創造していくプロジェクトのことです。


